
様式１

　　　　　　　　　　　　　　所管課　　高齢福祉推進課

№ 基準項目 総合評価

1 施設の設置目的 1
彦根市の特徴や施設の設置目的を理解した運営で
あったか

B

2 管理運営方針 1 施設の管理運営方針と実施内容が合致していたか B

3
平等な利用を図るための具体的な手法および
その効果

1 公平なサービス提供のための対策が実施できたか B

1
利用拡大の取組内容は適切か。また、利用増につな
がっているか

A

2
地域、関係機関、ボランティア等との連携が図られ
ていたか

B

1 相談業務を計画し、具体的に実施できたか B

2
後退機能回復訓練、回復指導を計画し、具体期に実
施できたか

B

3
教養の向上・レクリエーション指導・仲間づくりの
サポートを計画し、具体的に実施できたか

B

4
老人クラブへの支援を計画し、具体的に実施できた
か

B

5 自主事業を計画し、具体的に実施できたか B

3
利用者ニーズのとらえ方・運営への反映方法
等サービスの向上に向けた取組

1
アンケート調査等を実施するなど、サービス向上に
対する取組を実施し、改善につなげられたか

B

4 施設の維持管理内容、適格性 1 施設の維持管理、安全管理を適切に行ったか B

1 収支計画の内容、適格性 1 収支の内訳と事業内容の整合性はあるか B

1 職員の配置・採用は適切であったか B

2 職員の指導・育成や研修は適切であったか B

3 安定的な管理運営が可能となる経済的基盤 1 団体の財務状況は良好か B

4 情報公開・個人情報保護に対する意識・取組 1
情報公開・個人情報保護に関する取扱いは適切で
あったか

B

4 施設の管理費用の縮減 1 施設の管理費用の縮減 1 管理費用は縮減できたか B

5 事業に対する経験と熱意 1 将来構想 1 将来構想を持った運営ができたか B

Ａ　…　1　　　Ｂ　…　18　　　Ｃ　…　0

3
管理を安定して行うことが
できる経営規模や経営能力

2 安定的な管理運営が可能となる人的能力

「令和5年度 彦根市南老人福祉センター評価結果」

(1) 総合評価は、評価基準の各項目ごとに委員会でＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価した。

(2) 評価は、以下の3段階とする。

Ａ･･･優れている

Ｂ･･･おおむね適正に行われている

Ｃ･･･不適正であり改善を要する

(3) 評価結果

評　価　項　目 細　　　　　　　目

1 市民の平等な利用の確保

　健康増進コーナーや稲枝地区公民館等と隣接する立地などセンターの特徴を生かした自主事業を展開し、利用
者の確保に努めている。特に隣接する稲枝地区や亀山地区以外の新規利用者が図られたことは評価できる。人と
人とがつながる施設として、人権研修や毎週のミニ研修など職員の資質向上のため、とても熱心に取り組まれて
いる。地域に目を向け、大学とのつながりや今後のアプローチなど効果的な取組についても計画されており、お
おむね適正に管理運営がなされている。

2 施設の効用の最大限の発揮

1
利用者の増加を図るための具体的手法および
その効果

2 各種事業の実施内容およびその効果

評価の理由、コメント


